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令和3年4月14日(水)　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：川守田　裕紀
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＜連絡事項＞
・特記事項無し

＜患者様連絡事項＞
・関原　紗奈恵様～母様いつでも受け入れ可能とお話あり。母様と離れる時間を作った方が良い事を勧められ、本日SWとショートケア利用方向で青陽館の見学に行く。詳細は記録参照、前向きな気持ちの反面、スタッフからは被害的な捉え方や環境に過敏な一面、通所手段等から困難さが伺えている。本人は母様とも相談して決めたいと話している。また訪問看護再開も希望している。退院後の方向性を検討していく必要がある。

・梅津　敦子様～本日よりARP開始、本日第Ⅰ期説明する。明日担当者からファイルを
渡してもらう予定。

・神谷　寛様～昨日課題を守らずに一気に書き上げてしまう事がある。本日一から記入
し直してもらっている。

・赤石　陽介様～当院次回受診4/23　10：30予約済。明日措置入院解除予定。

・藤井　崇史様～咳嗽の訴えあり、主治医よりレスプレン錠(20)1T　1×昼 3日分処方
となる。

・安達　貴浩様～咽頭部について感冒様症状の訴えあり。主治医よりPLが3回分処方となっている。

・古川　貞二様～最近の状態と昨準夜帯からの合併症室で経過を見ていた状態を報告。主治医より過鎮静状態が考えられる為、本日夕～ロラゼパム・リスペリドン除剤となる。田中Dr指示にて本日は点滴2本が処方となっている。また左下肺野に陰影がある為発熱や呼吸状態に注意するように指示がある。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。脱衣行為し、全裸で徘徊、他者の私物を奪う行為あり、早めに開放観察終了としている。自室では奇声あげているが、自傷行為はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。各食不食。内服スムーズ。嗜好品の摂取は出来ている。頭痛訴え9：20継続指示ロキソプロフェンNa（60）1T内服。拘束部位を抜け出しており再拘束実施するが抵抗なし。落ち着きのなさを訴え、12：40継続指示レボトミン(25)1A筋注実施している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・古田　真様～各食全量摂取。ホール床に膝を立て、身体を左右に揺らし、その反動で頭頂部を壁にぶつける自傷行為あり。介入に対し粗暴性はない。ユニット内に女性スタッフのみとなると、スタッフオフィス内への侵入行為や付き纏いあり。また、自身の要求が通らないと、自傷行為、感情失禁ある。

・木村　美智子様～適宜吸痰実施。大きなバイタルサインの変動や異常は無く経過している。

・古川　貞二様～朝食摂取途中に意識レベル低下みられ一時的に合併症室へ移動する。
　　　　　　　以後バイタルサイン特変ないが、活気なく閉眼して食事摂取困難な状態が続いている。

・神　ツエ様～バイタルサイン特変なく呼吸器症状ない。食思不振あり、各食数口で終えている。理解乏しく点滴を気にせずに離床する行為みられ、常に見守り要している。

[bookmark: _GoBack]・沼畑　勲様～14：00　体温38.2℃→16：00　38.6℃。主治医へ報告してコロナウイルステスト実施して結果陰性。食思不振続き、各食数口のみ摂取。

・藤村　武夫様～各食全量摂取。対面時穏やか。帰宅要求や不穏さなし。幻聴や物盗ら
れ様の発言もない。日課もスムーズ。

＜深澤Dr.診察＞
・澤口　利香様～診察時主治医を無視して寝たふりをしている。主治医からは、不穏時は内服での対応も行っていくようにと。

・飯田　修子様～臨時薬変更なし。

・中山　真由美様～臨時薬変更なし。

・沼畑　勲様～本日発熱あり、レボフロキサシン処方となっている。(飲みきり中止)4/15採血あり。

・風穴　義信様～臨時薬変更なし。

・佐藤　あずま様～臨時薬変更なし。

・藤村　悦子様～臨時薬変更なし。

・馬場　信子様～臨時薬変更なし。

・神谷　寛様～臨時薬変更、処方となっている。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：4月14日 9:59
  氏　　名：小田　タネ（おだ　たね）様
　生年月日：昭和18年1月17日　78歳
　病　　名：#1 妄想性障害　　#2 軽度認知障害
　性　　別：女性
　主治医　：深澤Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
　3月頃から1ヶ月間、ほぼ毎日のように不眠時薬を内服していた。
入眠後2～3時間後に覚醒しすぐに頓服を内服、内服後2～3時間休み早朝に起床という状況だった。4月に入ってから物音に対して、苛々感不安感が増強し夜間休めない事があり。「壁を叩かれて…あっち系(反社会的勢力)の人だから何されるかわからない」と被害的な内容の事を話し姪様へ連絡し泊りに来てもらったりしていた。
4/13眩暈を主訴とした訴えにて救急車を呼び日赤病院へ搬送されているが特に身体的異常は無かった。
4/14当院受診。診察時には物音や光やなどへの過敏性の亢進、嫌がらせを受けているといった被害妄想が顕著であり、精査及び薬物調整のためDユニット20号室へ任意入院となる。
